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魚肉の噌好に関する研究

第 8報日米人の比較

大石圭一・奥村彩子

(北海道大学水産学部水産食品化学教室〉

Likes and Dislikes of Fish Meat 

Part 3. Comparison between Japanese and Americans 

Keiichi OISHI， and Ayako OKUMURA 

Abs白-act

In Parts 1. and 2 of this seriω， Americ組曲dJa凹nωepreferencωfor fish 
were surveyed. In Part 3， both results were ωmparedωshow their common pre-
ferencω. First 19 common items w<釘echωen b鍋 edon both r倒倒rchrω叫ts.
They were studied in three couples， i.e.， (1) staff of the Fac. of Fish.， Hokkaido 
Univ. as. that of the Dept. of F，∞d Tech.， Univ. of Ma関.， (2) girl studen旬。f
the Hakodate Nutritional Coll. vs. those of the School of Home Economics， Univ. 
of Ma関.， and (3) girl students of the HakodaぬChubuHigh School vs. tho鴎 of
the Amherst High Sch∞1. The ωmpari自onbetween both nations w鎚 illustra初d
graphically翻 shownin Figs. 1， 2，田d3. 
Many ∞nsistencies in evaluation between Japan，ωe and Americans were found 
in the cωe of s拘置， whereωthe consis句nciωofhigh舵h∞1students were least 
among the above three. The items which were preferred by Americans were beef， 
chicken， tun鎚， and so on; Those preferred by Japanese were red salmon， shrimps， 
tun鎚， and 50 on. The pref，釘encefor tunas was almωt the Bame for six groups 
of Japanωe and Americans. 
When the seafood is t倒tedin the most d，倒irableform， it is liked by Americans 

鎚 highly創 livestockand poultry. This investigation shows that Americans like 
seaf，∞d better than Japanese when it is目uppliedin d，飽irableeondition. 

まえがき

第1報1)で米人の，第2報2)で日本人の魚介獣肉の噌好を調べた。両者から性質が類似し比較する

意義のある 3グループずつを選びそれぞれ比較した。

比較の方法

比較に便ならしめるために次の方法により晴好程度を図とした。

まずある項目につき回答せぬ者;嫌い;好きでも嫌いでもない;少し好き;普通程度に好き;非常

に好きと回答した者の被調査全員に対する百分比を求め，夫々横軸に0，1， 2， 3， 4， 5として，縦軸は

百分比にとって示した。第1，2報の調査に於いては共通の項目が19種あり，それらにつき (1)北大

水産学部職員対マサチューセッツ大学食品工学科職員， (2)函館栄養専門学校女学生対マサチューセ
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ッツ大学家政学部女学生， (3)函館中部高校女生徒対アマースト高校女生徒の3組の比較図を作り

Fig. 1-3に示し，考察の資料に供した。
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Fig. 1. Showing the ωm凹risonof fish prefer組 .cebetw斜阻威affof the Fac. of Fish.， 
Hokkaido Univ. and that of the Dept.of F，叫 Tech.，Univ. of Ma邸.Absc融a:0， 
1， 2， 3， 4， and 5 show the gradωof“no阻 sw，ぽ"“必slike."“neithぽ likenor 
dislike，"“like slightly，"“like modぽa句11y，"and“like extremely，" resJ)E犯tively.
0吋inaぬ perc岨tageof the persons who r錨pondedof a11 the pぽ船田 whow釘e
qu制 ioned.
仁コ・・・Ja凹n舗 ....Amerioωns 
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Fig. 2. Showing the com別立iωnof fish preference betW96ll girl stud，田匂 ofthe Hakoda旬
Nutritional Coll. and thωe of the 制 1∞，1of Home E∞，nomics， Univ. of Ma昌弘
The explanation of a肱抱i偲aand ordina句 isthe same副主hatin Fig. 1. 
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Fig. 3. Showing the ωmparison of fish preference between girl 日加.den旬 。.fthe Hak吋ate
Chubu High Sch∞，} an.d tho鵠 ofthe Amherst High Sch∞1. The explanation of 
a凶ci関aan.d or.dinate is the same凶 thatin Fig. 1. 
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考察

(1) 北大水産学部職員対マサチューセッツ大学食品工学科職員

回答率について言うと，アメリカ人の回答の惑いものは，シロザケ，スケソ，イカであり，日本人

ではヒツジとオヒョウがやや悪い。晴好の傾向が日米似ているのはウシ，ニワトリ，シロザケ，タラ，

ヒツジ，ニシン，カキ，プタ，エピ，マグロである。似ていないものはアサリ，サノ~，ニジマス，ベ

ニザケ，イワシで，これらの種類は，日本人の方が米人よりも好んでいない。相対的に見ると，畜肉

の噌好はほぼ同じであるが，魚に関しては，幾分日本人の方が米人よりも好んでいない感じがする。

(2) 函館栄養専門学校女学生対マサチューセッツ大学家政学部女学生

回答率について言うと，アメリカ人の回答の悪いのがシロザケ，スケソ，イカ，次いで小椋(Maine

sardine日本の小鯨に相当)，サノミ，ニジマスである。 日本人の回答率の悪いのはオヒョウ， ヒツジ，

ニジマスである。晴好の傾向が日米似ているのはニワト 1)，アサ 1)，ブタ，ニジマス，イワシ，マグ

ロで似ていないのはウシ，タラ，ヒツジ，ベニザケ，ホタテ，エピで前s者は米人が好み，ベニザケ，
ホタテ，エピの後S者は日本人が好む。スケソとイカとは米人は殆んど食べていない。相対的に見る

と日米噌好の程度は好きなものもあったり，嫌いなものもあったり，両者同じ位と言えよう。

(3) 函館中部高校女生徒対アマースト高校女生徒

アメリカ人の回答率の悪いのはシロザケ，スケソ，イカ，次いでベニザケ，小錬，サパ，イワシと

種類が多い。同じ例を日本人について見るとシロザケ，オヒョウ，タラ，ヒツジ，ニジマス，ホタテ

などが悪い。(シロザケはサケとすべきものをベニザケと区別するために敢えて用いたもので，その

理解の程度が低く，かかる結果をもたらしたものと思われる。〉日米噌好の似ているものはサパ，ホタ

テ，ニジマス，マグロだけで，似ていないもののうち米人の好むものはウシ，ニワトリ，アサリ，タ

ラ，ヒツジで，日本人の好むのはカキ，ペニザケ，イワシである。両者を比較すると，夫々好き嫌い

の差が認められるが，その程度は同じ位である。

以上北大，マ大の職員，函館栄専;マ大の女学生，函館中部高校;アマースト高校の女生徒を較べ

ると，職員の場合は噌好は，よく一致するが，米人の方が僅かにまさり，女子大生の場合は両者の傾

向がかなりよく一致し，高校生の場合は女学生に準ずる。米人8グループが共通して好むものにウシ，

ニワトリ，マグロなどがあり，日本人sグループに共通するものに，ベニザケ，エピ，マグロなどが
ある。マグロに対する噌好は日米6グループとも殆んど同ーである。

結 論

米人も水産物を好む。殊にそれに対する経験が深ければ深い程好むようである。また，最高の条件

においては，水産物例えばマグロは畜肉に匹敵しうるものであり，それは日米を問わぬように観察さ

れた。

文 献

1) 大石室ー・奥村彩子 (1冊3). 北大水産学部業報 14，182-192. 

2) 大石圭一・田村裕子・奥村彩子 (1964). 同誌 15，116-122. 

-127-


	0123.tif
	0124.tif
	0125.tif
	0126.tif
	0127.tif

